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(1994) 、杉藤 (1999) が挙げられる。広実 (1994) では、ニュース原稿の一部を日本語母語
話者に音読させた資料 (ポーズ 11 個) と、短いポーズを長いポーズと合体させてポーズの
合計時間長は同じだがポーズ数を少なくした資料 2 つ (ポーズ 7 個・ポーズ 4 個) の、計 3
種の資料を作成し、ほかの日本語を母語とする被験者に 2 つを一対として提示して聴かせ、
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音声資料として、100 モーラ前後の文章 6 種類を用いた。具体的には、説明文 (テキスト
a
3
)、エッセイ (テキスト b)、哲学書 (テキスト c)、小説 (テキスト d)、映画脚本 (テキスト
e)、演劇脚本 (テキスト f) である。これらの文章を 3 種類の異なる速さ4で読んでもらい、














かに発話されている 1 回分のみを分析対象とした。 
 
3.2. 録音環境・機器 
録音は静穏な室内で行った。パーソナルコンピュータ (NEC製 VersaPro VJ17M/ED-1 9) に
オーディオインターフェース (CREATIVE 社製 Sound Blaster Digital Music SX) を USB 接
続で介し、マイク (オーディオテクニカ社製 AT-VD4。吹かれノイズを避けるため、スポ
ンジ状のウインドスクリーンをかぶせるか、ポップスクリーンを用いた) を接続して行な
った。録音ソフトは Cool Edit2000、OS は Windows XP Home Edition である。ファイル形式




験のある男女 4 名を対象とした。 
01
5
 (YK)、21 歳男性。言語形成地は長崎県長崎市。 
02 (HK)、20 歳男性。言語形成地は東京都青梅市 (8～10 歳時は広島県広島市)。 
03 (MK)、25 歳女性。言語形成地は東京都東久留米市。 













                                                   
5
 01～04 の数字は被験者番号である。 
6
 脚注 1 参照。 
7
 脚注 2 参照。 




















以下の図 1 は被験者ごと、速さごとの発話速度 (SR) と調音速度 (AR) である。それぞれ
について平均値と最大値、最小値を示してある。 
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まず発話速度だが、速さ {F (2,6)= 18.99; p<.01} とテキスト {F (5,15)= 6.48; p<.01} の要
因それぞれの主効果に有意差が見られた。また、速さとテキストの交互作用は見られなか
った {F (10,30)= 1.74, n.s.}。 
そこで、それぞれの要因について LSD の多重比較を行なった。有意水準は 5%、有意傾向
の基準を 10%とした。速さの要因については、fast が normal より、fast が slow より、normal
が slow よりそれぞれ速いという結果になった (いずれも p<.05)。テキストの要因について
SR AR SR・A  








は、テキスト a より f が、d より b が、c より f が、d より e が、d より f がそれぞれ有意に
速かった (いずれも p<.05)。 
 
4.1.2. 調音速度 
調音速度については、速さの要因の主効果に有意差がみられた {F (2,6)= 12.67; p<.05}。ま
た、テキストの要因の主効果に有意傾向が認められた {F (5,15)= 2.28; p<.10}。さらに、速
さとテキストの交互作用に有意傾向が見られた {F (10,30)=1.95; p<.10}。 
二要因に交互作用が有意であったため、それぞれの単純効果の分散検定を行なった。まず
速さの要因に対しては、全てのテキストにおいて有意差が認められた {テキスト a では F 
(2,6)= 11.96; p<.01、bではF (2,6)=14.92; p<.01、cではF (2,6)= 12.36; p<.01、dではF (2,6)=13.47; 
p<.01、e では F (2,6)=11.64; p<.01、f では F (2,6)=;6.04 p<.05}。 
さらに単純主効果に有意差が表れたものについて LSD の多重比較を行った。有意水準は
5%とした。まずは速さの単純主効果について記述する。テキスト b、d、においては、すべ
ての速度間 (fast>normal、fast>slow、normal>slow) において有意差が見られた (いずれも
p>.05)。テキスト a、c、e、f においては、一部の速度間に有意差が見られた。具体的には、
テキスト a、c は fast>normal、fast>slow で有意差が認められ (いずれも p>.05)、normal-slow
間には有意差が見られなかった。テキスト e は fast>slow、normal>slow で有意差が見られ(い
ずれも p>.05)、fast-normal 間には見られなかった。テキスト f では fast>slowにのみ有意差が
見られたが (p>.05)、fast-normal 間、normal-slow 間には有意差が認められなかった。 
テキストの要因については、速さが fastの場合に有意差が見られた {F (5,15)=3.79; p<.05}。
normal のときは有意差は見られなかった {F (5,15)=0.61 n.s.}。また、速さが slow の場合に
有意傾向が見られた {F (5,15)=2.54; p<.10}。 
テキストの要因においても単純主効果に有意差が表れたものについて LSD の多重比較を
行った。有意水準は 5%とした。テキストの単純主効果について述べる。fast においては、
d>a、c>f、d>e、d>f で有意差が見られた (p<.05)。normal においては有意差が見られたもの
はなかった。slow においては、a>e、d>e、f>e で有意差が見られた (p<.05)。 
 
4.2. ポーズ位置 
以下の図 2 にテキストの句点位置にポーズが見られた割合を、図 3 に読点位置にポーズが
見られた割合をそれぞれ示す。 
 
































































図 3 読点位置のポーズの出現割合 
 
句点位置は、速さを問わずほぼ全てにポーズが置かれているが、被験者 03 (MK) につい






被験者 03 (MK) のみ有意差が見られた {χ²(2)=14.88889; p<.01}。被験者 01 (YK) {χ²
(2)=2.00000; n.s.} では有意差が見られず、被験者 02 (HK)、04 (MA)では速さを問わず全て
の句点位置にポーズが置かれていたため、検定を行なうことができなかった。 
読点位置のポーズは、速度が速くなるにしたがって減少していく傾向がおおむね見られる
が、被験者 04 (MA) に関しては fast 以外で 100%の値になっている。読点位置についても被
験者ごとにコクランの Q 検定を行なったところ、全ての被験者において有意差が見られた 
(被験者 01 では {χ²(2)=24.57143; p<.01}、被験者 02 では{χ²(2)=14.00000; p<.01}、被験者




た一元配置分散分析 (対応あり) を施したところ、速さの主効果に有意差が認められた {F 
(2,6)=5.92; p<.05}。これに LSD の多重比較 (5%有意水準) を行なったところ、fast<slow に













































































































図 5 速さ・ポーズ位置ごとのポーズの時間長 
 
被験者ごとに、ポーズ位置を要因としたシェッフェの多重比較を行なったところ、以下の
表 1 のようになった。なお、「**」は p<.01 であることを示している。 
 
表 1 ポーズ位置を要因とした多重比較の検定結果 
  01YK 02HK 03MK 04MA 
句点後 読点後 ** ** n.s. ** 
句点後 その他 ** ** n.s. ** 
読点後 その他 n.s. n.s. n.s. n.s. 
 
さらにそれぞれの被験者について、ポーズの位置ごとに速さを要因としたシェッフェの多
重比較を行なったところ9、以下の表 2 のようになった。なお、「*」は p<.05 であることを
                                                   
9
 句読点位置以外である「その他」にポーズが現れず、三者の比較ができなかったものに関しては、Welch
の t 検定を行なった。具体的には、被験者 01 (YK)と 02 (HK)の「その他」である。 
(平均) (平均) 
(平均) (平均) 







表 2 速さを要因とした多重比較の検定結果 
  水準１ 水準２ 句点 読点 その他 
fast normal ** n.s. - 
fast slow ** ** - 01YK 
normal slow ** ** n.s. 
fast normal * n.s. - 
fast slow ** ** - 02HK 
normal slow ** ** * 
fast normal ** n.s. - 
fast slow ** n.s. - 03MK 
normal slow ** n.s. - 
fast normal ** ** n.s. 
fast slow ** ** n.s. 04MA 




発話速度は、速さが速くなるほどその値が有意に高くなっている (図 1、4.1.1 参照)。こ
のことから、発話速度は意図した速さにほぼ対応しているとみて良いだろう。それに比し
て、調音速度は必ずしも速さに対応していない (図 1、4.1.2 参照)。すなわち、速さを変化
させて発話したにも関わらず調音速度に有意な差が見られない場合があったということで
ある。意図した速さと調音速度が対応しているのは、テキスト b、d のみである。ちなみに
テキスト b はエッセイ、テキスト d は小説である。説明文であるテキスト a と哲学書のテキ
スト cでは normalと slowの間に有意差が見られなかった。映画脚本であるテキスト eは fast
と normal の間に有意差が見られなかった。演劇脚本であるテキスト f では fast と slow の間
にのみ有意差が見られた。以上のことから、意図した速さによる調音速度が受ける影響は
ある程度文体による可能性がある。すなわち、本研究の結果においては硬い文体では









た文では発話者がある程度統一された軽快さを意識し、fast と normal との間に調音の違い
が生まれにくかったという可能性も考えられる。 
また、テキストによる発話速度、調音速度の違いも見られた。発話速度においては発話者
の意図した速さを問わず、小説であるテキスト d が b (エッセイ)、e (映画脚本)、f (演劇脚本) 









小説であるテキスト d が a (説明文)、e (映画脚本)、f (演劇脚本) より有意に速く、演劇脚本
であるテキスト f が c (哲学書)、d (小説) より有意に遅いという傾向が見られた。これは発
話速度の結果と類似しているが、このような結果になったのが偶然によるものであるのか、
何らかの理由によるものなのかは本実験でのデータからはわからない。また、slow では映
画脚本であるテキスト e が a (説明文)、d (小説)、f (演劇脚本) に比して有意に遅いという結
果になっている。 
つまり、本研究で測定した発話速度は小説で速く実現され、演劇脚本で遅く実現されたと





句点位置のポーズ出現割合についてコクランの Q 検定を行なったところ、被験者 03 (MK) 
でのみ有意差が現れた。ほかの被験者では速さを問わずほぼ 100%の箇所でポーズが現れて
いたことを考えると、被験者 03 (MK) のポーズの置き方がほかの被験者に比べ異なる特徴
















う結果になった。ただし、本実験では fast と slow の間に有意差が見られたのみであった。 
 
5.3. ポーズの時間長 







して読点位置のポーズでは、被験者 03 (MK) 以外で slow の場合が fast・normal に比べて有





5.1 から 5.3 での考察から、発話を意図的に速くしようとする際と遅くしようとする際と
で、どのような時間的特徴に変化が現れるかの傾向が明らかになった。それを以下の表 3
にまとめた。おおよその傾向をみるために 3 名以上の被験者で見られた変化を○、1 名のみ
もしくはどの被験者にも有意な変化が見られなかった特性については×を付した。それ以
外の記号については、脚注 6～10 に詳細を記した。 
 














速度 回数 時間長 回数 時間長 回数 時間長 
速くする ○ △10 × ○ ○ × △11 -12 





























 fast での回数について slow との間には有意差が見られたが、fast-normal 間には見られなかったため、△
とした。 
12
 fast ではいずれの被験者にも句読点以外の位置にポーズは現れなかった。 
13
 脚注 6 に同じ。 
14
 slow での回数について fast との間には有意差が見られたが、normal-slow との間には見られなかったた
め、△とした。 







































                                                   
15
 ここでの発話速度とは本稿での発話速度を指すのか調音速度を指すのかは定かでない。 















杉藤美代子 (1999)「ことばのスピード感とは何か」『言語』28-9: 30-34. 




語学論叢』 オンライン版第 2 号. 












































































































































































（出典：大九明子 (2007)「恋するマドリ」『シナリオ』63-9 :66-98） 
 



































（出典：坂手洋二 (2004)「心と意志」『せりふの時代』9-1 :6-76） 









The purpose of this study is to investigate what characterize(s) speech that has different rates. 
Four subjects read six kinds of text using three kinds of speech rate and I measured the poses 
duration and calculated the speech rates and articulation rates. 
The results were as follows: 
(1)   The speech rates decreased when the texts were read slowly, and increased when they 
were read quickly. 
(2)   Some articulation rates did not decrease or increase, no matter whether the subjects read 
the texts quickly or slowly. 
(3)   The duration of the poses at the periods (“。”) was shorter when the texts were read 
quickly, and longer when they were read slowly. 
(4)   As the duration of poses at the commas (“、”) was longer when the texts were read slowly, 
it did not change when they were read quickly. 
(5)   The subjects almost always inserted poses at the periods, whichever rates were intended, 
but at the commas they inserted more poses when they read slowly and fewer poses when 
they read quickly. 
 
 
